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ゆたかな心をはぐくむ
115 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　武蔵ヶ丘北小学校（西﨑徹校長、児童数403人）は「お互いを認め

大切にし、何事にも耐える力を身につけ、夢に向かって伸びゆく児

童の育成」を教育目標に掲げ、地域、保護者のご協力の下、力を合

わせて学校づくりに取り組んでいます。

　昨年度から「オリンピック・パラリンピックムーブメント事業」

の推進校となり、オリ・パラについての授業やパラリンピアンの講

話や実演、マスコット投票の授業などを実施しています。今年度も

11月にオリンピアンをお呼びして、講話と実技指導が行われます。

「生きることの素晴らしさ」「感謝することの大切さ」など、人が人

を創りあげていくことを今年も学んでいきます。

オリ・パラ学習で学んでいます

パラリンピアンの鈴木徹選手と記念撮影

学 校
♪

６

人権啓発標語 「みんな違う　互いの違い　気づき合おう」 武蔵ヶ丘小学校　５年　吉田　紗
さ

也
や
（現在６年生）

「『きみの家にも牛がいる』を学しゅうして」
武蔵ヶ丘小学校　２年　今村　佳

か

瑚
こ
（現在３年生）

　「きみの家にも牛がい
る」を学しゅうしまし
た。わたしは動物が大す
きです。馬が大すきだか
ら、馬さんの肉を食べる
ときに「食べたくないな
あ」と言います。
　だから、牛さんのかわ
をはいだところとかを
見てしまうとないちゃ
うけど、人間は食べもの

を食べないとしんでしまうから、牛さんがしんじゃう
のはいやだと思うけど、人間のためにしんでくれる
から、わたしは、（牛さんは、おいしく食べてねと思っ
ている）と思います。
　だから、きゅう食とかのこさず食べたいです。のこ

してしまうと、牛さんたちのいのちがむだになってし
まうから、おいしく牛さんたちにかんしゃして食べた
いです。
　牛さんのかわやほねでベルトやボタンを作っている
から、ものを大切にしたいです。
　わたしは、食べものやものを大切にして、牛さんた
ちのいのちをむだにしないようにしたいです。

（先生より）ある詩人が「しんでくれた」という詩を書いて
います。子どもたちが目にする絵本にもなって
います。その詩人と同じように佳瑚さんも「人
間のためにしんでくれるから」という言葉を紡
ぎ出しました。

　　　　　人間のあたたかさを強く感じとることができま
す。

給食に出るのが待ち遠しいな
（作者右下）
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■日時　12月１日㈯　午前９時～正午
■場所　菊陽中学校体育館
■主催　菊陽町、菊陽町教育委員会、
　　　　菊陽町人権教育推進協議会
■実行委員　各中学校生徒会執行部、各小学校代表者

■プログラム（司会：菊陽中学校）
　◦開会（菊陽西小学校）
　◦目的発表（武蔵ヶ丘北小学校）
　◦ステージ発表（武蔵ヶ丘中学校、菊陽北小学校、
　　菊陽中部小学校、菊陽南小学校）
　◦展示発表（菊陽中学校、武蔵ヶ丘小学校、武蔵ヶ丘
　　北小学校、菊陽西小学校）
　◦集会宣言読み上げ（武蔵ヶ丘小学校）
　◦歌「語り合おう」（菊陽西小学校）
　◦閉会（菊陽西小学校）

「菊陽町人権子ども集会」
第34回部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

　皆さんは「身の周りにある差別」に気付く
ことができているでしょうか。
　この集会は「部落差別をはじめあらゆる差
別」について学び、１日でも早く、差別で苦
しむ人たちがいなくなるように、まずは、私
たちが差別をなくす立場になる意識を持つた
めの集会です。
　昨年私はこの集会に参加して、人間には平
等に権利があるこということ、そして、お互
いの個性を認め合い、支え合っていかなけれ
ばならないということを学び、それらの視点
から、自分の普段の生活について振り返るこ
ともできました。だから、皆さんもこの集会
を通じていじめ、差別をなくす側へとなって
いきましょう。皆さんの多くの参加をお待ち
しています。

菊陽町人権子ども集会実行委員長　
菊陽中学校生徒会長　　小田原悠

ゆう
太
た

私たちが差別をなくす
立場になるために

武蔵ヶ丘北小学校

小・中学生による
９月に行われた
第 2回実行委員会の様子


